
長崎キヤノン活動報告

長崎キヤノン株式会社
人事部 安全衛生課



商号 長崎キヤノン株式会社

資本金 8,000万円

所在地
〒859-3793
長崎県東彼杵郡波佐見町折敷瀬郷925番1

設立 2008年7月8日

操業開始 2010年3月

従業員数 1,039名（平均年齢29.5歳）

敷地・床面積 敷地：約204,500㎡ 延床：約44,330㎡

主要製品
デジタルカメラ（一眼・コンパクト）
ネットワークカメラ、プロジェクター

◆長崎キヤノン紹介

航空写真



大分キヤノン（3工場）・長崎キヤノン・
宮崎キヤノンの3事業所5工場の総称です。

キヤノンの社員が、安全かつ安心して
健康に働くことができるよう、健康面から
サポートする。

波佐見

国東

高鍋

大分事業所

安岐事業所

日田事業所

大分日田

https://support.office.com/ja-jp/article/%e3%83%97%e3%83%ac%e3%82%bc%e3%83%b3%e3%83%86%e3%83%bc%e3%82%b7%e3%83%a7%e3%83%b3%e3%82%92%e7%b7%a8%e9%9b%86%e3%81%99%e3%82%8b-ff353d37-742a-4aa8-8bdd-6b1f488127a2?ui=ja-JP&rs=ja-JP&ad=JP
https://support.office.com/ja-jp/article/%e3%83%97%e3%83%ac%e3%82%bc%e3%83%b3%e3%83%86%e3%83%bc%e3%82%b7%e3%83%a7%e3%83%b3%e3%82%92%e7%b7%a8%e9%9b%86%e3%81%99%e3%82%8b-ff353d37-742a-4aa8-8bdd-6b1f488127a2?ui=ja-JP&rs=ja-JP&ad=JP


重点項目

健康支援活動

2.心の健康づくり

１）個人支援：管理職・監督者研修の強化

人事・支援担当者の連携力強化

２）組織支援：ストレスチェック集団分析結果の活用

既存の仕組みと連携した組織支援

評価項目
・研修受講率90％
・ストレスチェック受検率

97％以上
・組織支援ハイリスク

職場支援100％
・トップが産業医と安全衛生
委員会後に情報共有会を開催

1.生活習慣病予防対策

１）重症化予防：要受診・要管理者の受診徹底

禁煙支援の強化

30代以下の体重増加防止

2）がん対策 ：がん検診受診による早期発見・治療への支援

女性特有のがん検診支援の強化

評価項目
・再検査受診100％
・ハイリスク者喫煙率24％
・特定保健指導実施率55％
・がん検診受診率90％



平均年齢：29.5歳

健康支援活動

やるなら今でしょ！
40歳になってからでは手遅れに
なる可能性も・・・
10年あれば体質改善できる
人もいます。

https://support.office.com/ja-jp/article/%e3%83%97%e3%83%ac%e3%82%bc%e3%83%b3%e3%83%86%e3%83%bc%e3%82%b7%e3%83%a7%e3%83%b3%e3%82%92%e7%b7%a8%e9%9b%86%e3%81%99%e3%82%8b-ff353d37-742a-4aa8-8bdd-6b1f488127a2?ui=ja-JP&rs=ja-JP&ad=JP


特定保健指導 各種イベント 禁煙支援 がん検診

内
容

◆30歳以上を対象に実施し、
10年後・20年後を見据えた
生活習慣改善の支援

・健診結果の共有

・日常生活の見直し

・取り組むべき項目の確認

・経過の確認

◆運動教室
コロナウイルスの影響
により中止
◆栄養キヤンペーン
免疫力を高める
食事メニューの提供
（3日間）
◆ウォーキングイベント
アプリを活用して
データ入力

◆Webによる禁煙外来
年に１回期間を決め
実施

◆スモーカーライザーに
よる呼気中一酸化
炭素濃度測定(適宜)

*構内全禁煙：
2018年より

◆がん検診受診による
早期発見・治療への支
援（対象：30歳・35
歳・40歳以上）

◆女性特有のがん検診
支援の強化
(20歳以上：隔年ごと
に婦人科検診の実施)

活
動
実
績

運動教室

ウォーキングイベント 栄養キャンペーン

1.生活習慣病予防対策



2.心の健康づくり

入社２年目面談 監督者メンタルヘルス研修
管理者メンタ
ルヘルス研修

実施 適宜、個別面談形式 2020年7/27.7/29.8/3

内容
職場不適合を早期発見し早
期介入を図る目的

発達障害
（ＡＳＤ/ＡＤＨＤとは）

対象
者数 52名（内8名：大分出向） 56名（欠席者4名）

備考

◆担当業務を任され始めたこ

とによる不適応や困っている

事項の確認ができた

◆職場内の人間関係が固定

してきている時期であり本人

の人間関係構築能力やコ

ミュニケーション力の程度を

共有、必要なアドバイスを行

い、セルフケアが実践ができ

た

◆受講者満足度：100％

◆業務に活用できる：90％

（昨年68％）

◆アンケートでの意見：

・課員同士のやり取りに問題を

感じるときに当事者2人にどの

ように向き合えばいいか悩む等

◆今後の要望

・精神疾患を発症する前のサイン

・自己肯定感やモチベーションを保

つ 方法

11月30日（月）
10：00～11：30
実施予定

対象：27名予定



今後に向けて

１．いかに若い世代の健康意識を引き出すか。そのために

魅力ある情報（イベント等）を発信し行動変容のきっ

かけを提供する。

最終的には行っている活動が日常に落とし込める

「仕組みづくり」の構築。

（運動・食生活・がん検診）

２．感染症対策の継続

管理職による全員体温測定を

継続し、危機意識の継続


